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1. 本誌 は､物性物理 の研究 を共同で促進 す るため､研究者 がその研

究意見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研究 に関連 した情報 を速

やかに交換 しあ うことを目的 として､毎 月 1回編集 ･刊行 されます｡

掲載内容 は､研究論文､研究会 ･国際会議 などの報告､請義 ノー ト､

研究 に関連 した諸問題 につ いての意見､ プ レプ リン ト案内､ニ ュー

スなどで･す｡

2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いては､原則 として審査 を行 ないませ

ん ｡ 但 し､編集者 が本誌 に掲載す ることを著 しく不適当 と認 めた ち

の につ いては､改言丁を求 め､ または掲載 を拒絶す ることがあ ります ｡

3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術雑誌 に引用す るときは､著者の承.諸 を

得 た上 で privatecommunication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿用紙 を使用 し､雑誌 のページ数を節約す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナル原稿及 び コピー)提出 して下 さい｡

3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress,Journalの投稿規定 に準 じ､

ミスプ リン トが生 じをいよ うを処置 をとって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大､花文字 ､ギ リシャ文字 ､ O と aと0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ I(エ ル)と 1(イチ)､ Xと×(カケル)､ uとV等 を

赤で指定 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわたって大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以内 にお さま らをい可能′性の ある長 い数式等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤で指定 して下 さい｡

6. 図は その まま印刷で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡図の縮r尺 ､

拡 大 は致 しません｡ 1頁(13×19cm2)以内 に入 らない図､その まま印

刷で きをい図は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めていただ きます ｡

図､表 の説明 は別紙 に書 き､本文中 に挿入位置 を赤で明示 して下 さ

い0
7. 投稿後 の原稿の訂正 はで きるだ けさけるよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りません｡ ど うして も別刷 が入用 を場 合 は､

投稿 の際 に所要部数 を50部単位で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下記方

式 によ り､現金で納入 していただ きます ｡

(郵券 による受付 はいた しません)

p :物研 出来上 り真数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 1真の代金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代- (ap+b)Ⅹ+送料

別刷代金 は別刷 を受取 って か ら､ 1ケ月以内 に納 めて下 さい｡ そ

れよ り遅 れた場合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ ります か ら､

御注意下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原 則 と して次 月発行誌 に掲載 され ます｡



ニュ- ス

ニュース

[東京大学物性研] 1978年 10月

0人のうごき

10月 2日 Prof.S.Doniach帰国

｡談話会

10月16日 "Hubbard模型について 〝 高橋 実氏 (物性研 )

10月23日 "超電導体の近接効果 (低温用二次温度計に関連 して )〟

永野 弘氏 (物性研 )

o土曜セミナー

9月30日 "2×2×2格子上での Hubbard模型(Ⅰ- - )〟

高橋 実氏 (物性研 )

10月14日 "DomainWallのブラウン運動 とDiffusionConstant"
和田 靖氏(東大･理 )

[大阪大学] 1978年 11月

｡談話会

11月2日 ｢JLSR ofMnSi｣ 安岡弘志氏 (東大･物性研 )

つ特別講義

10月31日-11月2日 ｢磁性体とNMR_｣ 安岡弘志氏(東大･物性研 )
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プレプリント案内

[東大 ･久保研]

(159) 2. Y.Roinel,V.Bouffard,G.L Bacchella,M.Pinot,P.Meriel,P.Roubeau,0.

Avenel,M.GoldmanandA.Abra呈am

FirstStudyorNuclearAntirerromagnetism byNeutronDirrraction

(160) 2. ∫.1..CardyandD.∫.ScalaplnO

PhaseDiagram ofaModelfor3He-4HeMixturesinTwoDimensions

(161) 2. H.Mori,M,TokuyamaandT.Morita

ScalingfわrtheSpace-TimeCoarseGrainingandKineticEquations

(162) 3. ToshioTsuzuki,KbichiOsanoandKatsunobuUeno

TheoryofthePeieris-Fr6hlichCorrelationinaQuasiOne-DimensionalCon-

ductorI.Fomulationand3D.CDW OrderingTemperature

(163) 3. ToshioTsuzuki,KatsunobuUenoandKbichiOsano

TheoryofthePeierlsIFr6hlichCorrelationinaQuaseOne-DimensionalCon-

ductorII.CollectiveModesintheFr6hlichModel

(164) 6. Fusayoshi∫.Ohkawa

NegativeTemperatureCoefficientsofElectricalResistivityofHighlyResistive

Alloys

(165) 6. MitsuruTanakaandAkiralkushima

ThermalTransportPhenomenaNeartheLambdalineor3He-4HeMixtures

(166) 6. H.Port,D.Rund,G.∫.SmallandV.Yakhot

TheExciton-PhononInteractionfわrTripletExcitonBandsorOrganicSolids:

AnExperimentalandTheoreticalStudy

(167) 13. Ⅰ.U.Heilmann,G.Shirane,Y.Endoh,R.∫.BirgeneauandS.L Holt

NeutronStudyorLineShapeandFieldDependenceofMagneticExcitations

inCuC12･2N(C5D5)

(168) 13. Y.Endoh,G.Shirane,R.J.BirgeneauandY.Ajiro

SpinFluctuationsinaRandomOneDimensionalHeisenbergAntiferromagnet:

(CD3)4NMncCul一cc13
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プレプ リント案内

(169) 13. ∫.Hubbard

TheMagnetism ofIron

(170) 16. MichiyoshiOkuandYutakaOkabe

l/n ExpansionuptoOrder1/n2･IV - CriticalAmplitudeRatioRx-

(171) 18. KazuoUeda

PathIntegralApproachtotheValence-FluctuatingState:AsymmetricAnderson

Model

(172) 18. GunduzCaginalpandMichaelE.Fisher

WallandBoundaryFreeEnergiesII.GeneralDomainsandCompleteBoundaries

(173) 19. FumiakiShibataandMotokoAsou

CriticalPhenomenaintheTwo-DimensionalRandom lsingSystem I

(174) 19, MotokoAsouandFumiakiShibata

CriticalPhenomenaintheTwo-DimensionalRandom lsingSystem II

(175) 21. AkiraOnukiandKyoziKawasaki

FluctuationsinNonequilibrium SteadyStateswithLaminarShearFlow:Clas-

sicalFluidsneartheCriticalPoint

(176) 23. H.Haken

Synergetics:SomeRecentTrendsandDevelopments

(177) 23. T.Yamazaki,R.S.Hayano,∫.Imazato,K.Nagamine,S.E.Kohnand

C.Y.Huang

GlantHyperfineAnomalybetweenFLTdandRhPd

(178) 26. ToyoakiNaitohandSyuOno

TheShearViscosityof500Hard-spheresviaNon-equilibrium MolecularDy-

namlCS

(179) 26. S.RednerandH.E.Stanley

AnisotropicBondPercolation

(180) 26. AkiraItd

SuccessiveSubharmonicBifurcationsandChaosinaNonlinearMathieuEqua-

tion

(181) 28. Y.Saito

MagneticCorrelation.FunctionortheTwo-DimensionalPlanarSpinModel:
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プレプリン ト案内

Self-consistentCalculation

(182) 30. TakeshiWatanabe,Hisaolshizuka,YoshioKuramotoandChujiHorie

PositionsorAglonsinα-AgIDeterminedfrom EXAFS

(183) 30. MiyozoMaeda,YoshioKuramoto,andChujiHorieLatticeDynamicsorFirst-

StagePotassium GraphitelntercalationCompound
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掲示板

修 士 論 文 募 集

掲 示 板

前号でお知らせしたアブストラクトとは別に本誌では,昭和54年度修 士課程卒業者

の修士論文を二,三編選び, 全文を掲載致します.学術的な価値の高いもの,研究内容

がユニークでおもしろいもののほか〉研究は完成 していないが今後に興味ある問題提起

を含むものやReview的な力作など特色のある修士論文を投稿下さい｡

1.募集締切 3月31日

2.自薦,他薦は問わない｡

3.論文のコピーを二部お送り下さい(写真を含む場合は,写真を別につけていた

だいたほうが望ましい )｡ 図の縮尺,拡大は編集部で行ないます｡

4.採用,掲載致しました論文の著者には別刷 100部,無料でさしあげます｡

物性研究 編集部
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編壌後記

編 集 後 記

｢物性研究｣の編集会議は基礎物理研究所の長岡教授室で行われます｡窓の高一′､静かな

部屋です｡実験室で機械の音の中に住んでいる私にとっては編集会議の時間は日常の中

の区切られた時間です｡ ｢物性物理の研究を共同で促進するため,研究者がその研究意

見を自由に発表 し討論しあい,また,研究に関連した情報を速やかに交換 しあうことを
∫)

目的として｣物性研究は刊行されています｡新米の私は青い表紙の裏に書かれた数行を

意識しないではいられません｡ ｢しかし同人雑誌的な一面 もあるのです｡｣ とある日伺

いました｡きっとそのことがさ やゝかとしか言いようのない ｢物性研究｣ を支えている

のでしょう｡ ｢物性研究｣ を御覧になる皆様どうぞ購読者にではなく同人になって下さ

いませ｡ ｢物性研究｣ では自由に発表し討論 しあうと言うことを自問自答しながら年を

越 します｡

(H.K.)

物 性 研 究

第 31巻 第 3号
1979年 12月20日発行

発行人 長 岡 洋 介
京都市左 京 区北 白川 追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性 研究 刊 行会
京 都 市左 京 区北 白川追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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編壌後記

編 集 後 記

｢物性研究｣の編集会議は基礎物理研究所の長岡教授室で行われます｡窓の高一′､静かな
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見を自由に発表 し討論しあい,また,研究に関連した情報を速やかに交換 しあうことを
∫)

目的として｣物性研究は刊行されています｡新米の私は青い表紙の裏に書かれた数行を

意識しないではいられません｡ ｢しかし同人雑誌的な一面 もあるのです｡｣ とある日伺

いました｡きっとそのことがさ やゝかとしか言いようのない ｢物性研究｣ を支えている

のでしょう｡ ｢物性研究｣ を御覧になる皆様どうぞ購読者にではなく同人になって下さ

いませ｡ ｢物性研究｣ では自由に発表し討論 しあうと言うことを自問自答しながら年を
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物 性 研 究

第 31巻 第 3号
1979年 12月20日発行

発行人 長 岡 洋 介
京都市左 京 区北 白川 追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性 研究 刊 行会
京 都 市左 京 区北 白川追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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講読規定

個人講読

1.会費 :当会 の会費 は前納制 をとっていま-す ｡ したがって､ 3月末 ま

で にをるべ く1年間分会費 を御支払 い下 さい｡

なお新規講読 お申込 みの場 合 は下記の会費以外 に入会金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年間0)会費

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま ':めて お支払 いが困難の向 きは 1volume 分ずつ

で も結構 です)

2. 支払 いの際の注意 :在るべ く振替用紙 を御利用の上御納入下 さいo

(振替貯金 口座. 京都 5312)

なお通信欄 に送金 内容 を必ず■明記 して下 さい｡

雑誌購読者以外の代理 人 が購読料 を送金 され る場合､必ず購読者

本人の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支払遅滞 の場 合 :当会の原則 としては､正 当 な理 由 な く2

Vols.以上の譜代 を滞納 された場合 には､送本 を停 止す ることになっ

ていますので御留意下 さい｡

4. 一括送本 を受 ける場合 :個人購読 中 に大学等で一括配布 を受 ける

様 になった場合 は､必ず ｢個人購う涜中止､一括配布希望 ｣ の通知 を

して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送本先変更の場 合 :住所､勤務先の変更等送本先 が変 った場 合 は､

必ず送本先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機関購読

1. 会費 :学校 ･研究所･等での購.読及 び個人で あって も公費払 いの と

きは機 関会員 とみ を し､代金 は､ l冊 730円､ 1Vol.4,380円､年

間 8,760円です｡ この場 合､入会金 は不用です ｡ 学校 ､研究所 の会

費の支払 いは後 払 いで も結構です｡ しか し購読 申込 みを され る時 に

支払 い に必要 な請求 ､見積 ､納品書各何通必要 なの かをお邦 らせ下

さい｡

なお､当会の請求書類で は支払 いがで きない様で した ら､貴校 ､

貴研究機 関の請求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止の場 合･の連絡 :発行途上 にある volumeの購読途 中中止

は認 め られ ません｡購.読 中止 され る場合 には､ 1ケ月前 ぐらいに中

止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣ を送付 して下 さい｡

雑貢志未着の場合 ,発行 日よ り 6ケ月以内に当会 まで ご連絡下 さい｡
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